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ささき　えいしゅう 福井県立藤島高等学校長（H26.4～H28.3）

佐々木　栄秀 福井県教育庁高校教育課長（H28.4～H29.3） 越前市

（男） 福井県教育庁学校教育幹（H29.4～H31.3）

（60歳）

いけうち　しんご 福井市清水西小学校長（H27.4～H29.3）

池内　慎吾 福井市足羽小学校長（H29.4～H31.3） 福井市

（男）

（60歳）

いわさき　かずよ 高浜町立青郷小学校長（H26.4～H28.3）

岩﨑　かず代 高浜町立和田小学校長（H28.4～H31.3） 高浜町

（女）

（61歳）

﨑

うえの　ほずえ 小浜市立口名田小学校長（H26.4～H28.3）

上野　秀枝 小浜市立西津小学校長 （H28.4～H31.3） 小浜市

女

（60歳）

うまみち　たもつ 大野市阪谷小学校長 （H26.4～H28.3）

馬道　保 大野市富田小学校長 （H28.4～H31.3） 大野市

（男）

（60歳）

　永年にわたり、確固たる教育信念を持ち誠実な教育実践を続
け、学校教育の充実・発展に大きな功績を残した。特に、理科
の教材開発や指導法の改善等に積極的に取り組み、理科教育の
向上に貢献した。
　平成２６年度からは、校長として誠実で温かみのある指導力
で、児童の育成と教職員の資質向上を目指した学校運営を行
い、リーダーシップを発揮した。
平成２７年度には、奥越へき地複式教育連盟会長並びに県へき
地複式教育連盟副会長を務め、へき地複式教育の充実・発展に
寄与した。
　平成３０年度は、大野市校長会長として、大野市の教育の充
実・発展に尽力した。

令和元年度教育功労者表彰被表彰者の概要

　永年にわたり、英語科の教育実践を展開し、本県の英語科の
発展に尽力した。特に、リーディングテスト作成に携わり、生
徒の英語力向上に寄与した。
　平成２６年度からは藤島高等学校長として、体験型研修「グ
ローバルチャレンジプログラム」を導入し、「２１世紀を担う
リーダーの育成」の具現化に努めた。
　平成２８年度からは高校教育課長として、教員の授業改善や
進学指導体制の充実、生徒の受験対策の強化を図った。
　平成２９年度からは、教育庁学校教育幹として、小学校の英
語教科化への対応や中高生の英語学習に対する意欲向上に取り
組み、英語力向上に尽力するなど、本県教育の発展に寄与し
た。

　永年にわたり、確固たる教育信念を持ち、誠実な教育実践を
続け、学校教育の充実・発展に大きな功績を残した。特に、小
学校の算数教育に力を注いだ。また、平成２０年度からは福井
県教育庁嶺南教育事務所指導相談課主任、算数・数学科教育お
よびへき地複式教育担当指導主事を歴任し、４年間、学習指導
法の工夫改善や小規模校における複式指導等への指導助言を行
い、嶺南の小中学校の教育振興に貢献した。
　平成２６年度からは、校長として、地域と連携し、地域に根
ざした人とつながる学校経営に尽力した。
　平成２６年度は高浜町人権教育研究会会長として、町内の人
権・同和教育の充実・深化のため、教職員一人一人の意識改革
等に努めた。平成３０年度は、高浜町校長学校運営研究会会長
として、高浜町の教育の充実・発展のために寄与した。

　永年にわたり、小・中学校教育に情熱を注ぐとともに、家庭
科教育の研究実践に努め、嶺南教育事務所や小浜市の教科等指
導員を務めた。また、平成３０年度に開催された東海・北陸地
区小学校家庭科教育研究大会福井大会に企画運営委員として関
わるなど家庭科教育の充実発展に貢献した。
　平成２６年度からは、校長として温かみと厳しさを兼ね備え
た指導力で、主体的に活動できる児童の育成と教職員の資質向
上を目指した学校経営を行った。平成２６、２７年度は、小浜
市教育委員会指定の授業力アップ研究推進校として「聴き合
い、学び合う子の育成」の研究においてリーダーシップを発揮
した。平成２８年度は、ふるさと小浜ＭＩＲＡＩ事業の推進校
として地域と結びついた教育活動の推進に尽力した。
　平成３０年度には、小浜市校長会長として小浜市の教育の充
実・発展に努めた。

　永年にわたり、小学校教育一筋に職務に精励し、その充実発
展に大きく貢献した。その間、文部省主催の教育課程編成会議
や教職員等中央研修（中堅教員研修）、福井市の教員県外派遣
研修等に参加するなど、絶えず研究と修養に努めた。
　平成２７年度からは、校長として、「学力向上」と「地域に
開かれ信頼される学校づくり」を目指し、豊かな見識に基づい
た学校運営を行った。
　３０年度には、県小学校教育研究会長を務め、研究会のホー
ムページサイトを開設し、会員が活動内容や研究発表資料を閲
覧できるようにするなど、県内小学校教育活動の活性化に向け
てリーダーシップを発揮した。
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おおもり　ちえ 福井市長橋小学校長（H27.4～H29.3）

大森　千惠 福井市清明小学校長（H29.4～H31.3） 福井市

（女）

（60歳）

惠

おかもと　たけし 小浜市立国富小学校長（H26.4～H28.3）

岡本　武 小浜市立小浜小学校長（H28.4～H31.3） 小浜市

（男）

（60歳）

かわかみ　すみお おおい町立佐分利小学校長（H25.4～H27.3） 

川上　純朗 福井市宝永小学校長（H27.4～H29.3） 永平寺町

（男） 福井市木田小学校長（H29.4～H31.3）

（61歳）

きたがわ　ひろゆき 大野市小山小学校長 （H26.4～H29.3）

北川　博之 大野市有終東小学校長 （H29.4～H31.3） 大野市

（男）

（61歳）

さかもと　たくや 福井市東安居小学校長（H27.4～H29.3）

坂本　卓也 福井市豊小学校長　（H29.4～H31.3） 福井市

（男）

（61歳）

　永年にわたり、理科教育を中心とした教育実践に熱心に取り
組み、教材開発や指導法の改善に努め、大きな成果を上げた。
平成１７年度からは県教育研究所主任として教員研修を総括
し、ミドルリーダー研修を創設するなど、本県教員の研修体系
の構築に尽力した。
　平成２２年度からは福井大学教職大学院准教授を務めた。実
践力のある教員の育成に努めるとともに、教員研修における県
と大学院との連携に寄与した。
　平成２５年度からは、校長として教職員を指導しながら、地
域との連携を重視した学校経営を行い、児童の地域住民として
の意識を高め地域愛を育んだ。
　平成３０年には県小学校長会副会長として、県全体の小学校
教育の発展に寄与した。

　永年にわたり、確固たる教育信念を持ち熱心な教育実践を続
け、学校教育の充実・発展に大きな功績を残した。社会教育の
場に児童が積極的に参加できる環境を整えたり、スポーツの振
興や児童の運動能力・体力の向上に取り組んだりした。特に、
体育教育においては、児童と共に活動することを通して、その
研究推進に情熱を注いできた。
　平成２６年度からは、校長として教職員を指導しながら、児
童の良さを伸ばす学校運営を行って大きな成果をあげた。ま
た、平成３０年東海・北陸地区小学校家庭科教育研究大会福井
大会の本校開催の陣頭指揮を執り、研究の成果を上げた。

　永年にわたり、小学校教育において職務に精励し、その充実
発展に貢献した。
特に、担任として児童理解に努め、「お話」を軸にした学級経
営において手腕を発揮した。文部省指定の学校体育研究発表会
においては保健分野の公開授業を行い、高い評価を受けた。
　平成２７年度からは、校長として、地域の諸団体と連携した
学校運営を推進するとともに、後進の育成にも尽力した。
　平成２７・２８年度には、県小学校教育研究会国語部長、古
典音読暗唱ノート編集委員長を務め、県内小学校の国語教育推
進に力を発揮した。

　永年にわたり、小学校教育一筋に職務に精励し、教科を問わ
ず教材開発や指導方法の改善に積極的に取り組み、その充実発
展に大きく貢献した。社会科副読本の編集、連合音楽会等での
合唱指導、科学実験教室、英語活動の先進的な取組等、多方面
において顕著な成果をあげた。
　平成２７年度からは小学校長として地域との連携を深めなが
ら校区の環境を生かした地域学習を進め、郷土を知り、郷土を
愛する児童の育成に尽力した。
　県小学校教育研究会では、平成２７・２８年度に家庭科部会
長、平成２９・３０年度に特別支援教育部会長を務め、県内小
学校教育の向上に寄与した。
　平成２８年からの２年間は、県男女共同参画審議会委員とし
て「第３次福井県男女共同参画計画」の策定や推進に貢献し
た。

　永年にわたり、理科教育を中心に熱心な教育実践を展開して
きた。また、中学校で１２年間にわたり生徒指導主事として、
生徒理解に基づく生徒指導を推進してきた。
　平成１６年から４年間は福井県教育庁嶺南教育事務所総務課
主任、平成２１年度は小浜市教育委員会教育総務課主幹を歴任
し、福井県や小浜市の教育行政の振興に尽力した。
　平成２６年度から、校長として豊かな経験と深い思慮に基づ
いた学校経営を行ってリーダーシップを発揮し、平成２９年度
県小中学力向上マネジメント研修会で実践報告を行った。平成
３０年度は、県小学校長会理事として県下の教育向上のため尽
力した。
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ささき　けいこ 越前市武生第六中学校長（H27.4～H29.3）

佐々木　啓子 越前市吉野小学校長（H29.4～H31.3） 越前市

（女）

（60歳）

でぐら　なおみ 坂井市立鳴鹿小学校長（H27.4～H29.3） 

出藏　直美 坂井市立春江小学校長（H29.4～H31.3） 坂井市

（女）

（60歳）

なかがわ　のぶゆき おおい町立大島小学校長（H28.4～H31.3）

中川　信之 おおい町

（男）

（61歳）

のせ　さとし 福井市美山啓明小学校長（H27.4～H29.3）

野瀬　聡 福井市和田小学校長（H29.4～H31.3） 福井市

（男）

（60歳）

まから　ひでかず 南越前町立今庄小学校長（H27.4～H29.3）

真柄　秀一 越前市国高小学校長（H29.4～H31.3） 越前市

（男）

（60歳）

　永きにわたり音楽科教育に情熱を持って取り組み、県中学校
教育研究会音楽部会では副会長や南越ブロック長として福井県
の音楽科教育の充実に尽力した。
　越前市武生第六中学校長および越前市吉野小学校長としての
４年間は、学校教育目標の実現に努め、学校と家庭や地域との
連携にも留意し、特色ある学校づくりをはじめ学校施設の充実
に努めた。
　平成３０年度には、越前市小学校教育研究会の会長、南越ブ
ロック小学校教育研究会の会長となり、越前市および南越ブ
ロックの各教科における研究や研修が進み深まるように中心と
なって活躍した。また、女性校長・教頭南越ブロック長とし
て、女性管理職のリーダーとして活躍したほか、併設幼稚園の
園長として、幼稚園教育の充実・発展に尽力した。

　永年にわたり、中学校において英語科教育を中心に熱心な指
導を実践し、特に、児童・生徒の積極的な国際交流を通して、
外国語教育の充実・発展に貢献した。
　また、平成７年度～平成９年度には、フランクフルト日本人
国際学校に勤務、平成２４年度～平成２５年度には、ミラノ日
本人学校に教頭として勤務し、福井県における国際理解教育の
推進に尽力した。
　平成２７年度からは、校長として、ユネスコスクールでのＥ
ＳＤ実践に取り組んだ他、誠実で温かみのある指導力で、児
童・生徒の育成と教職員の資質の向上を目指した学校運営を
行った。加えて、地域のボランティア団体や関係機関と連携を
深め、地域から信頼される学校づくりを行った。
　平成３０年度は、坂井地区小学校教育研究会会長として、坂
井・あわら両市の教育の充実・発展のために寄与した。

　永年にわたり、中学校英語科教諭として、「英語好きな生
徒」を増やしたいと考え、英語の基礎・基本の定着に重点を置
いた研究実践と指導に励んだ。
　平成１２年度から１４年度の３年間、大飯町社会教育主事と
して、生涯学習の推進と青少年の健全育成に努めた。特に、国
際交流協会の設立とマリンスポーツの推進に尽力した。
　平成２６・２７年度には、福井県立三方青年の家所長とし
て、利用者を増やすべく、県内の小・中学校と企業に自らセー
ルスに出向いた。
　平成２８年度から３０年度の３年間、おおい町立大島小学校
長として、主に、安全・安心な学校づくりと、活用力をつける
国語科授業研究に重点を置いた学校経営に努めた。
　平成３０年度には福井県小学校長会副会長・大飯郡小学校長
会長・おおい町校長会長として、おおい町の教育の充実発展に
寄与した。

　永年にわたり、中学校教諭として生徒会や生徒指導担当、進
路指導主事として熱心に生徒を指導した。部活動指導では男子
バレーボール部顧問として、熱心に取り組み、効果的な指導法
を研究実践し、成果をあげた。県大会では、春季中体連大会に
おいて２年連続優勝、夏季中体連において３年連続優勝、北信
越大会では準優勝に輝いた。
　南越前町立今庄小学校長および越前市国高小学校長としての
４年間は、教育目標の実現に努め、学校と家庭・地域との連携
にも留意し、特色ある学校づくりのために教育環境の整備を
図った。
　平成３０年度は市小学校長会会長、市小中学校長会副会長と
して、市内小中学校の教育振興発展のため、学校経営の研究・
指導に尽力した。また、福井県小学校長会副会長として、県内
小学校の教育振興発展のため、学校経営の研究・指導に尽力し
た。

　永年にわたり、小中学校教育および教育行政において職務に
精励し、その充実発展に尽力した。特に、体育科・保健体育科
教育において指導方法の工夫改善に意欲的に取り組み、教育水
準の向上に貢献した。
　平成１１年度からの４年間は福井市教育委員会指導主事とし
て、平成２３年度からの２年間は県教育庁スポーツ保健課の指
導主事・参事として、県内の学校体育・学校保健・学校安全・
学校給食の充実発展に努めた。
　平成２７年度からは、小学校校長として学校や地域の特色を
生かした特色ある教育活動を展開した。平成２７年度には県小
学校教育研究会保健部長、平成２８・２９年度には同体育部長
および県学校体育研究会副会長を務め、学校保健の充実・学校
体育の活性化に寄与した。
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みずま　たかこ 鯖江市河和田小学校長（H24.4～H27.3）

水間　貴子 鯖江市鳥羽小学校長（H27.4～H29.3） 鯖江市

（女） 鯖江市惜陰小学校長（H29.4～H31.3）

（61歳）

みつや　まさみ 鯖江市北中山小学校長（H25.4～H29.3） 

三津谷　雅美 鯖江市吉川小学校長（H29.4～H31.3） 鯖江市

（女）

（60歳）

やぎ　ひろゆき あわら市金津東小学校長（H28.4～H31.3）

八木　裕之 坂井市

（男）

（60歳）

おぐら　こういちろう 福井市至民中学校長（H27.4～H29.3）

小倉　浩一郎 福井市成和中学校長（H29.4～H31.3） 福井市

（男）

（60歳）

くぼた　まさかず 鯖江市豊小学校長（H27.4～H29.3） 

窪田　政一 鯖江市鯖江中学校長（H29.4～H31.3） 越前市

（男）

（60歳）

　永年にわたり、学校教育及び教育行政の職務に精励し、その
充実発展に貢献した。
　特に、国語科教育や特別支援教育分野において積極的に研究
実践を重ね、平成１６年度から３年間にわたり、鯖江市教育委
員会指導主事として学校教育活動への指導助言とともに、教育
行政の円滑な推進を図り、市の教育の発展に貢献した。校長と
して、ユニバーサルデザインの授業づくりを推進し、分かりや
すい授業を通して基礎学力の定着や自己肯定感を高め、安心で
きる学校づくりに貢献した。
　平成２９年度からは、県特別支援教育研究連盟会長として、
県内の特別支援教育の充実と発展に多大な功績を残した。

　永年にわたり、小・中学校教育に情熱を注ぐとともに、温厚
な人格に加えて誠実な教育実践を続け、学校内外の信頼厚い学
校運営を行った。
　特に、平成２０年から４年間にわたり、鯖江市教育委員会指
導主事として学校教育活動への指導助言とともに、教育行政の
円滑な推進を図り、市の教育の発展に貢献した。
　平成３０年度は「主体的・対話的で深い学び」の研究に取り
組み、中学校における探求的な学びや問題意識の醸成に努め
た。鯖江市校長会長として市内校長をまとめ、市内教育の充実
発展に寄与した。

　永年にわたり、小中学校教育および教育行政の職務に精励
し、その充実発展に大きく貢献した。特に保健体育科指導や生
徒指導において多大な成果をあげた。
　平成１８年度からは福井市教育委員会保健給食課指導主事と
して、平成２１年度からは県教育庁スポーツ保健課主任とし
て、福井市および県全体の学校体育・学校保健・学校安全・学
校給食の充実に尽力した。
　平成２７年度からは、中学校長として、豊富な経験と卓越し
た識見に基づき、教職員を指導しながら学校経営を進め、地域
住民からの高い評価と信頼を得た。また、県中学校体育連盟バ
レーボール専門部長として指導普及に努め、平成２９年度は福
井地区中学校体育連盟会長、３０年度は県中学校体育連盟会長
として、県内中学生のスポーツ活動の振興と競技力向上に尽力
した。

　永年にわたり、学校教育及び教育行政の職務に精励した。特
に中学校において国語科・書道教育を中心に緻密かつ熱心な指
導を実践し、探求の過程を大切にした指導方法の工夫改善に取
り組み、学校教育の充実・発展に貢献した。
　平成１７年度より２年間、県教育庁生涯学習課において白川
文字学の普及・発展に取り組み、多大な功績を残した。平成２
５年度からは校長として、地域のまちづくりと教育活動を連動
させた取り組みを通して児童から行政への提言を行うなど、地
域に愛着と誇りをもち、主体的に行動する児童の育成に多大な
功績を残した。

 永年にわたり、確固たる教育信念をもち、誠実な教育実践を続
け、体力づくりを中心とした学校教育の充実発展に大きな功績
を残した。また、NIE教育の推進にも尽力し、全国大会福井大会
の成功に寄与した。
　平成６年からは、派遣社会教育主事として、地域の公民館活
動の活性化に貢献した。
　平成２８年度からは、校長として教職員を指導しながら、児
童生徒のよさを伸ばす学校経営を行って大きな成果を上げた。
　平成３０年度は、県小学校校長会副会長として、県下の教育
向上のために尽力した。
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すずき　ひろゆき 永平寺町上志比中学校長（H25.4～H27.3）

鈴木　広幸 永平寺町永平寺中学校長（H27.4～H29.3） 永平寺町

（男） 永平寺町松岡中学校長（H29.4～H31.3）

（61歳）

すみだ　たけし 敦賀市立東浦小中学校長（H28.4～H31.3）

角田　猛 敦賀市

（男）

（60歳）

とくなが　よしひさ 福井市社中学校長　（H27.4～H29.3）

德永　芳久 福井市安居中学校長（H29.4～H31.3） 福井市

（男）

（61歳）

德

なかむら　はるよし 南越前町立湯尾小学校長（H25.4～H28.3）

中村　晴義 南越前町立南条中学校長（H28.4～H31.3） 南越前町

（男）

（61歳）

なかやま　たかひろ 南越前町立河野中学校長（H26.4～H28.3）

中山　尚裕 越前市南越中学校長（H28.4～H31.3） 鯖江市

（男）

（61歳）

　永年にわたり、保健体育を中心に熱心な教育実践を展開し、
学校教育の充実および地域の教育環境発展に寄与した。ソフト
ボール部の指導においても、理論的な練習と優れた統率力で、
生徒の技術力の向上と、心身の健全育成に成果を上げた。
　平成元年度からは上志比村教委社会教育主事として、地域の
社会教育団体活動の調整や様々な講座の企画運営に携わり、村
民の生涯教育環境の整備に尽力した。
　平成２２年度からは、県教育庁生涯学習課主任として人権教
育の推進に取り組み、高い実践力と行動力で実績を上げ、各地
域での人権教育の充実に努めた。
　平成２５年度からは、校長として、保護者や地域の人々との
連携を重視した学校経営を行った。また、誠実で温かみのある
指導力で、意欲的に学ぶ生徒の育成と、教職員の授業力向上を
行った。

　永年にわたり、教諭として児童の体力向上のために、体育行
事の見直しや体育器具の使い方の工夫等を率先して行い、児童
の運動意欲向上と体力向上に成果をあげた。また、水泳指導の
共同研究を福井大学と継続的に行った。
　武生市教育委員会スポーツ課での３年間では主に社会体育の
振興に尽力した。スポーツ少年団指導者への研修会を開催し、
指導者の資質向上と団の育成に努めた。
　南条郡南越前町立河野中学校校長としての２年間は、小規模
校としての特性や地域性を活かしながら、授業改善や体験活動
の推進に邁進した。越前市南越中学校校長としての３年間はス
クールプランの実現のために全力を注ぎ、学校運営にあたっ
た。また、南越支部長を１年、副支部長を１年、県中体連の副
会長を２年務め、南越地区のみならず、県中学校全体の体育部
活動の発展にも寄与した。

　永年にわたり、数学科教育を中心に熱心な教育実践を展開し
てきた。教材開発や主体的に学習できる学習過程の工夫と研究
に取り組み、数学科教育の充実発展に貢献した。
　平成１１～１７年度に、武生市（現越前市）教育委員会指導
主事、平成２０年度に福井県教育研究所主任を歴任し、教育行
政の分野でも貢献した。武生市（現越前市）教育委員会指導主
事として、学校教育に関する専門的な指導に尽力した。また県
教育研究所主任として、所内の研究充実に貢献した。
　平成２５年度からは、校長として誠実な学校経営を行い、信
頼される学校の実現に向けて大きな成果を上げた。
　平成２８年度は、南条郡校長会副会長、平成２９、３０年度
は南条郡校長会会長、平成２８～３０年度は、南条郡中学校教
育研究会の会長として、南条郡の教育の充実・発展に寄与し
た。

　永年にわたり、小学校の体育科教育を中心に熱心な教育実践
を展開し、学校教育の充実・発展に大きな功績を残した。特に
陸上競技において、優れた指導力を発揮し、競技力の向上と健
全育成に努め、全国大会出場者や県大会入賞者等の人材を育成
した。
　平成２８年度からは、校長として、豊富な経験に基づき教職
員一人一人に丁寧に関わりながら指導するとともに、９年間を
見通した小中一貫教育の推進や地域の特色を生かした教育カリ
キュラムの作成等、家庭・学校・地域が連携した学校づくりに
尽力し、保護者や地域住民から高い信頼を得ることができた。
　平成３０年度には二州地区中学校長会会長及び県中学校長会
副会長を務め、地区や県内の中学校教育の充実・発展に寄与し
た。

　永年にわたり、小中学校教育および教育行政において職務に
精励し、その充実発展に尽力した。特に、数学科教育では数学
の有用性が感じられる教材の工夫により成果をあげたほか、長
く学年主任を務め、生徒指導や学年経営に手腕を発揮した。
　平成２０年度からは県教育研究所教職研修課主任として、法
定研修や研修講座の計画・運営および教育課題に係る調査研究
に努めた。
　平成２７年度からは中学校長として学校経営にあたり、授業
改善とキャリア教育の充実を両輪とした実践を推進した。
　平成２９・３０年度には県中学校教育研究会音楽部会長とし
て、県学校音楽教育研究大会の成功に寄与したほか、関係諸団
体と連携し、県内中学校の音楽活動の充実発展に貢献した。
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はった　よしのり 南越前町立今庄中学校長（H25.4～H28.3）

八田　善憲 越前市武生第一中学校長（H28.4～H31.3） 越前市

（男）

（61歳）

みたむら　まさと 越前市武生第五中学校長（H25.4～H28.3）

三田村　雅人 越前市万葉中学校長（H28.4～H31.3） 越前市

（男）

（61歳）

よしむら　としこ 福井市河合小学校長（H25.4～H27.3）

吉村　淑子 福井市鷹巣小学校長（H27.4～H29.3） 福井市

（女） 福井市至民中学校長（H29.4～H31.3）

（60歳）

まつみや　たけし 福井県立敦賀高等学校長（H27.4～H31.3）

松宮　毅 若狭町

（男）

（61歳）

わたなべ　しょうこ 福井県立武生商業高等学校長（H26.4.1～H29.3.31）

渡辺　祥子 福井県立武生東高等学校長（H29.4.1～H31.3.31） 越前市

（女）

（60歳）

　永年にわたり、地歴・公民科の教育実践を展開し、本県の地
歴・公民科教育の発展に寄与した。特に、授業にディベートを
取り入れソーシャルリテラシーやＮＩＥ教育活動を推進しメ
ディアリテラシーを育成するなどの教科指導を実践した。
　平成２７年度からは、敦賀高等学校長として、高度な探究学
習やグローバル学習をより効果的なカリキュラムで行うため、
新学科の設置に尽力した。また、アクティブラーニング型の授
業改善を推進し、課題解決学習を本格的に導入し、主体的でグ
ローバルな教育環境構築に努めたり、商業科に観光の授業を導
入し地域と関わりながら課題解決を目指す学習を取り入れたり
するなど地域に期待される学校づくりに取り組んだ

　永年にわたり、小中学校教育において職務に精励し、確固た
る教育信念のもと教育実践に励み、話し合い活動を取り入れた
国語科の指導や生徒理解に基づく学級指導で成果をあげ、学校
教育の充実発展に貢献した。放送部活動指導では、的確な指導
により放送コンテスト全国大会出場に生徒を導いた。
　平成２５年度からは、小中学校長として学校経営にあたり、
家庭・地域と連携した教育活動を推進した。中学校併設の鷹巣
小学校では小中９年間を見通した一貫した教育を進め、至民中
学校では教科センター方式の特色ある校舎を活用した活動の充
実に取り組んだ。
　平成２９年度は福井地区中学校教育研究会長、平成３０年度
は県中学校教育研究会長として、県内中学校の教育活動の向上
に寄与した。

　県教育庁スポーツ課生涯スポーツ課主事・主査として、県レ
クリエーション協会や体育指導員協議会など社会体育関係団体
の事務局を担当するとともに、３５市町村の社会体育担当者と
の窓口となり、現場の実態や状況を把握したスポーツ行政の推
進を通して、県全体の生涯スポーツの普及・振興に貢献した。
　南越前町立今庄中学校長としての３年間では、スクールプラ
ンの見直しを図り、目標具現化のための学校経営方針を明確に
位置づけるとともに、教職員の資質向上にも力を入れ、強い
リーダーシップを発揮した。越前市武生第一中学校長としての
３年間は、学校の状況や課題をいち早く把握するとともに、校
長として学校経営の方針を保護者や地域にも明確に示した。ま
た、南越ブロック中学校長会会長、越前市中学校長会会長、丹
南地区中高連絡協議会会長として数々の重責を担いながら、南
越ブロック・越前市中学校教育全体の推進役としてもその職責
を果たした。

　教諭として図書館教育研究主任、文部省指定の道徳教育研究
主任を務めた。また、武生市教育委員会の指導主事としての３
年間は、市内小中学校において授業力向上のために指導助言に
取り組むともに教育行政と学校との橋渡し役として、よりよい
教育現場づくりに尽力した。
　越前市武生第五中学校校長としての３年間は、小規模校の強
みを生かした教育活動を推進した。学習面においては基礎基本
の徹底、生徒指導面では縦割り班集団を通した居場所づくりや
絆づくり、地域連携では、積極的な情報発信と地域人材の活用
に取り組んだ。越前市万葉中学校校長としての３年間は、特別
支援教育の充実、授業改善、地域連携と積極的な情報発信に取
り組んだ。平成３０年には、越前市校長会会長、福井県中学校
長会副会長を歴任するなど、本市はもとより県下の教育発展・
充実のために尽力した。

　永年にわたり、国語科の教育実践を展開し、本県の国語科の
発展に尽力した。また、白川文字学の副読本「楽しい漢字ワー
クシート」「白川静博士に学ぶ楽しい漢字学習」の編集にも携
わった。
　平成２６年度からは武生商業高等学校長として、人と人をつ
なぐ思いやりを育む取り組みを通して、地域に貢献する人材の
育成を目指す職業教育を推進した。
　平成２９年度からは武生東高等学校長として、読書活動の一
層の充実を図ったり、スクールプランを一新して総合の時間を
探究的な活動にするなど学校改革に尽力した。
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うえだ　かおる 福井県立武生東高等学校教諭（S62.4～H18.3）

植田　薫 福井県立武生商業高等学校教諭（H18.4～H31.3） 鯖江市

（男）

（61歳）

おおうら　まきこ 旧河野村社会教育委員（H14.4～H16.12）

大浦　真紀子 南越前町社会教育委員（H17.1～現在） 南越前町

（女） 南越前町社会教育委員会副委員長（H31.4～現在）

（59歳）

こうの　えみこ 旧武生市社会教育委員（H14.6～H17.9）

河野　永三子 越前市社会教育委員（H17.10～現在) 越前市

（女） 越前市社会教育委員の会副委員長（H28.6～現在）

（67歳）

ほりえ　としこ 永平寺町松岡公民館館長（H19.4～現在）

堀江　俊子 福井県公民館連合会理事（H19.4～H20.5） 永平寺町

（女） 福井県公民館連合会副会長（H20.5～H22.5）

（70歳） 福井県公民館連合会理事（H22.5～H24.5）

福井県公民館連合会副会長（H24.5～H26.5）

福井県公民館連合会理事（H26.5～H28.5）

福井県公民館連合会副会長（H28.5～H30.5）

福井県公民館連合会理事（H30.5～現在）

まえだ　けんいち 日本ボーイスカウト福井連盟理事（H16.4～H31.3）

前田　健一 日本ボーイスカウト福井連盟副理事長（H31.4～現在） 福井市

（男）

（65歳）

 永年にわたり、勤務校の吹奏楽部指導を熱心に行い、健全な生
徒の育成を図るとともに、福井県吹奏楽連盟の理事長を務める
など、福井県の吹奏楽の発展に寄与した。
　また、武生東高等学校と武生商業高等学校において、全国大
会に多数出場するなど優秀な成績を収めた。

　・吹奏楽コンクール
　　　全国大会出場　14回（銀4回、銅10回）
　・アンサンブルコンテスト
　　　全国大会出場　11回（金3回、銀5回、銅3回）

　平成１４年に旧河野村社会教育委員に就任し、引き続き、南
越前町社会教育委員を務め、多年にわたり社会教育の推進・発
展に尽力した。また、社会教育委員のほか町補導委員や町公民
館運営審議会委員を務めるなど、地域の社会教育活動に幅広く
貢献している。

　平成１９年に永平寺町松岡公民館の館長に就任。同時に福井
県公民館連合会理事に就任し、以来１２年間にわたり、地域の
社会教育の推進に積極的に取り組み、多大な功績をあげた。ま
た、平成２０年から３期６年間は副会長を務め、現在も館長お
よび理事として、社会教育の発展向上に寄与している。

　平成１４年に旧武生市社会教育委員に就任し、引き続き、越
前市社会教育委員を務め、多年にわたり社会教育の推進・発展
に尽力した。また、長年にわたるガールスカウト活動や市生涯
学習センター運営協議会の委員長を務めるなど、地域の社会教
育活動に幅広く貢献している。

　平成１６年に日本ボーイスカウト福井連盟の理事に就任以
来、連盟の各種委員会の委員長を歴任し、青少年や指導者への
指導および活動支援を積極的に行い、青少年の健全育成に寄与
した。また、平成３１年４月からは副理事長に就任し、理事長
を補佐し、連盟の発展に貢献している。			

　
　
学
校
教
育
（

部
活
動
）

　
社
会
教
育
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区分 氏名・性別・年齢 主　な　経　歴 住　　所 功　績　の　概　要

令和元年度教育功労者表彰被表彰者の概要

かわばた　しげる 福井県ソフトテニス連盟常任理事(H5.4～H15.3)

川畑　茂 福井県ソフトテニス連盟理事長(H15.4～現在) 福井市

（男）

（70歳）

たなべ　よしろう 福井県ボート協会理事(S48.4～H20.3)

田邉　義郎 福井県ボート協会理事長(H20.4～現在) 美浜町

（男） 福井県ボート協会副会長(H25.4～現在）

（70歳）

　昭和４８年より当協会の理事として協会運営に携わり、昭和
６３年からは副審判長として大会運営に大きく貢献した。ま
た、昭和５５年から８年にわたり、美浜町漕艇協会審判長、同
理事長を務め美浜町民レガッタの開催に積極的に取り組み、漕
艇競技の普及・発展に大きく貢献した。
　長年にわたり選手の強化や競技の普及に尽力し、福井国体と
茨城国体での天皇杯・皇后杯の２連覇に貢献した。

　
保
健
体
育

　平成５年以来県ソフトテニス連盟常任理事として、平成１５
年から理事長として、ジュニア選手、指導者の育成に力を注
ぎ、全国に通用する選手を育て上げるために、小・中・高と指
導内容の統一を図り、一貫したを推進した。
 日本ソフトテニス連盟とのパイプ役を担い、会員全般から厚い
信頼を得ており、本連盟の発展に寄与している。
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